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 ●甘エビ（籠漁） 1 月上旬から６月ごろまで最高の鮮度でプリプリの食感が楽

しめます。籠漁＝甘えビ専用の籠で捕獲する漁法で、甘エビを水槽に活かしこみ、

出荷時に海水と共に酸素パックして市場等に輸送します。 

● ズワイガニ 入荷は地物が中心です。地物は 3月 20 日までの入荷。 

● ホタルイカ 小さいですが少しずつ入荷。ボイルものは、金沢港で水揚げさ

れた後、富山や福井でボイル加工され入荷しています。 

● タラ 釣り、網どちらも品質良。潤沢に入荷中。お買い得です。 

● スルメイカ、ヤリイカ 地物の入荷あり。 

● メバル、ハチメ類 釣り、刺し網ものが入荷しています。 

● カレイ類 これから入荷が多くなります。ササカレイは少なめ。 

● イイダコ 現在ののところ入荷無し。2月中旬以降からか。 

● ナマコ これまでの入荷は順調。 

● アカモクなど海藻類※ 香りや鮮やかな色が楽しめます。 

 

本年もヤマカ水産を宜しくお願いします。 

 

 

 

詳細は営業担当までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

養殖ブリの値上がりに一層、拍車がかかりそうです。他の産地は

早々と値上げ対応をする中、鹿児島だけは長らく据え置き価格で踏

ん張ってきましたが、それも限界の様です。 今年に入り、浜値

100 円の値上げで 1000 円に突入。昨年の同月の価格は 630 円。一

機に 370 円高となりました。しかし、全国からの引き合いも強く、

これからもその傾向が続きそうです。養殖の稚魚不足に加え、トン

ガ沖の火山噴火による津波の影響で中間育成していた稚魚も大量

死するという事態に。年明け早々、業界に大きな打撃です。 

石川県水産総合センターによると 12 月中旬までのズワイガニ

漁は雄で前年並み、雌（コウバコ）は前年を上回ったそうです。

水産資源研究所等の資料によると、1970年代を 100とすると 1991
年には最低の 10 という数値まで落ち込んだズワイガニ資源です

が、近年のコウバコ、ミズガニの漁獲規制などで何とか資源量を

回復基調に戻しつつあるようです。また、近年、低水準の漁獲で

心配されているズワイガニ資源は本年 2022 年以降は回復に転じ

るとの予測もされており、期待したいところです。 

 

 


